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■ＨＫＳ圧力センサー取り込み 

Ｄジェトロセッティングを行う場合は、ＨＫＳ圧力センサー信号をＦ－ＣＯＮ側に取り込みます。 下
図を参照して■センサー側黄色線＝４０番端子（５Ｖ電源線）■センサー側緑線＝３番端子
（アース）■センサー側青線＝１４番端子（信号線）のギボシ接続・端子挿入を行って下さい 

■ＨＫＳ吸気温センサー取り込み 
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ＨＫＳ吸気温センサー 

ＨＫＳ吸気温センサー信号線（灰
色）をＦ－ＣＯＮ側端子番号３
９番に端子挿入して下さい。尚、Ｆ
－ＣＯＮ側端子番号３番にてアー
スの配線処理を行ってください。 

ご使用となる吸気圧センサのタイプを変換テーブル
設定にて選択してください。 

ご使用となる吸気温センサのタイプを変換テーブ
ル設定にて選択してください。 

■ＨＫＳ圧力センサ取り込み 

■ＨＫＳ吸気温センサ取り込み 



■Ａ／Ｆ信号の取り込み［ＨＫＳノックアンプの接続方法・お勧め使用方法］ 
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ＩＧ        
ボディアース 

純正ＥＣＵ              
ノックセンサー信号線 

ＦＣＶＰＲＯ点火基準信号入力
５５番端子もしくは６１番端子に
入力 

純正ノックセンサー 

Ａ／Ｆノックアンプ側Ａ／Ｆ信号線を後述するパラメータ設定に合わせて、Ａ／Ｆ信号のＦ－ＣＯＮ側への取り込みを行ってください。
通常はＧＣＣ点火信号線（黄黒線）へ入力を行います 

Ａ／Ｆノックアンプ側電源線（赤線）及びアース線（黒線）を車両より取ってください。 

ノッキング音の確認には                                   
ヘッドフォンの接続を行ってください。 Ｆ－ＣＯＮ側端子番号５５番もしくは６１番に端子挿

入を行い、Ｆ－ＣＯＮＶＰｒｏより点火基準信号の入
力を行います。５５番に端子挿入した場合はＦ－ＣＯ
ＮＶＰｒｏ内部のＪＰスイッチ５番を「１－２」に変更し
て下さい。 

上記配線状態図の様に配線接続を行い、Ａ／Ｆノックアンプ側の設定を行いますと、Ａ／Ｆノックアンプ側のＡ／Ｆ信号をＦ－Ｃ
ＯＮＶＰｒｏに取り込むことが可能となります。 

ＧＣＣ端子を使用し、ノックセンサー信号をＦ－ＣＯＮ側へ出力する事が可能となります。ノッキングの確認方法としてはヘッドフォンによ
る音での確認をおすすめします。ノック音を聞くことが出来ます。又、車両によってはノックセンサーが２ヶ装着されておりますので、その際は
ノックセンサーＮＯ２にも配線接続して下さい。 

Ａ／Ｆ 

ノック 

２ 

３ 

ＡＦ計をご使用になる場合、パラメータ設定・入
力設定・電圧項目にて、ＡＦ信号を配線接続す
るポートに外部Ａ／Ｆ１等の名称設定を行って
下さい。 
 
入力設定・Ａ／Ｆ・ノックの項目にてＡ／Ｆ１の
名称を「外部」に設定してください。 
 
変換テーブル設定にてご使用となるＡ／Ｆの名称
を設定してください。 
 
 

■Ａ／Ｆセンサ信号取り込み 



■純正吸気温センサーの処理方法  

Ｄジェトロセッティングを行う上で、エアフロメーター
の取り外しを行うとエアフロメーターに吸気温セン
サーが内臓されている車両の場合、吸気温セン
サー断線によるエンジンチェックランプの点灯に至
る場合があります。その場合は、当方法にてチェッ
クランプ点灯回避を行ってください。 

純正ＥＣＵ
吸気温センサー

車両側
吸気温センサー
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メスギボシ

純正ＥＣＵ
吸気温センサー

車両側
吸気温センサー
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２～３ＫΩの抵抗

ＨＫＳ吸気温センサー

配線
加工後

吸気温センサー入力の対策 

純正吸気温センサーがエアフロメーターと一体
型の車両はエアフロメーターを取り除くと、吸
気温センサー断線のエンジンチェックランプが
点灯しますので、右記の改造を行ってください。
下記の改造を施すことにより、純正ＥＣＵは
２０~４０℃の吸気温認識を行います。 

４ 

■吸気温度センサTYPE設定 
吸気温度センサのタイプ設定を行います。パラ
メータ・電圧項目・OPT電圧入力「TYPE2」
にて吸気温の設定を行います。尚、使用する
センサが純正以外のタイプ「HKSなど」はプル
アップに☑を行います。 

変換テーブル設定にて使用するセンサTYPEを設
定します。 
ご使用となる吸気温センサのタイプを変換テーブル
にて選択してください。 

純正ECUに接続された吸気温度信号をVPRO
に取り込む場合は、プルアップの☑はつけません。 
HKS吸気温センサ等、外部の吸気温度信号の
入力を行う場合、プルアップにチェックを付けます。
VPRO内部の1,2KΩの抵抗を使用する・・設定
となります。 
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■パラメーター・入力設定・スイッチタブ 

■Ｆ－ＣＯＮ端子２５･２６・２７・２８・６０番「スイッチ入力」を使用し負荷による燃料補正・点火補正を行う 

２５ 

２６ 

Ｆ－ＣＯＮＶＰＲＯ前面パネル内モジュラージャック（黒色側） 

Ｆ－ＣＯＮ側カプラー 

６ 

端子25・26・27・28・60 
プルアップの☑は無し 

端子25・26・27・28・60 
プルアップの☑はあり 

接続先がＩＧ電源の場合           
■ＯＮの場合は「ＩＧ電源と接続」         
■ＯＦＦの場合は「ＩＧ電源との接続
が断線する」になります。ご注意下さい 

接続先がアースの場合           
■ＯＦＦの場合は「アースし続ける」          
■ＯＮの場合は「アースが断線」  
（切れる）になります。ご注意下さい 

配線接続状態図 

パラメータ入力設定スイッチタブにて各種スイッチングの入力を行います。 
上位配線図にある様に、接続先が12Vかアース（GND）により、プルアップの☑の可否が決定されます。 

スイッチ設定可能な項目 
は下記となります 



1234567891011

1213141516171819202122

2324252627282930

3132333435363738

39404142434445464748495051

52535455565758596061626364

■使用例＝負荷１・２入力「ＳＷ１使用・２５番端子使用」「電気負荷信号を取り込んでのセッティング」 

ＥＣＵ側信号 

Ａ／Ｃスイッチ・パワステスイッチファンリレー信
号・その他電気負荷として取り込まれる信号 

各種リレー・スイッチ                         
電動ファンリレー、パワステスイッチｅｔｃ 

「ハードウェア」 

配線状態 

右記の様にＥＣＵに接続され
ている信号線をＦ－ＣＯＮ側
に入力する際は下記のプルアッ
プの☑は必要ありません。。 

又、スイッチＯＮ＝信号入力時に電圧が上昇するタイプの信号線でした
ら「ＯＮ＝ＨＩＧＨ」。スイッチＯＮ＝信号入力時に電圧が下降するタ
イプの信号線でしたら「ＯＮ＝ＬＯＷ」をそれぞれ選択してください。 

上記配線にてＥＣＵに入力される各種の負荷信号の取り込みを行い、
Ｐ／Ｗソフト上にて「負荷」としての認識をさせます。 

「ソフトウェア」 

設定状態 

「ソフトウェア」 

点火ＳＥＴＴＩＮＧ 

負荷１補正、負荷２補正両方に入力がある場合は数値が大きい方を有効判定
いたします。尚、減衰係数についても補正が残っている場合は有効となりますのでご
注意ください。下図を参照ください。 

 

 

 

 

５度 

 

３度 

１０００ＲＰＭ ５０００ＲＰＭ 

回転数 

       が有効判定となります。 

１０００ＲＰＭまで５度進角し、そ
の後回転数が高まるにつれて進角が緩
やかに減衰します。 

注意点 

Ｐ／Ｗソフトにて設定を行って、実際
に負荷信号の入力をＦ－ＣＯＮ側
で認識したら、燃料補正・点火補正を
どのように作用させるかをパラメータにて
設定します。 

例えば、このパラメータ設定の様に「負
荷１＝２５番端子」に負荷１スイッ
チの入力を行い、負荷信号の認識を
Ｆ－ＣＯＮがしたら、５度進角の点
火補正を行いなさいという設定になりま
す。 

主にアイドリング安定化の一助として使
用すると思われますが、右記の減衰係
数の設定では１００％と入力されて
おり、１０００ＲＰＭまでは５度進
角を行うが、それよりも高い回転数の
場合は負荷による進角補正を解除し
なさいという設定になります。 

減衰係数設定に関しては右記を参照
ください。右記にある様に減衰係数に
小さい数値の設定を行いますと、高回
転まで進角補正を行う設定となります
ので、ご注意ください。 



「ソフトウェア」 

燃料ＳＥＴＴＩＮＧ 

注意 

減衰係数に関しましても、点火補
正制御同様となり、減衰係数如
何によりましては、高回転に於いて
も増量補正が残る事となります。 

 注意点 

負荷による点火補正セッティング同様に、燃料補正セッティングを行うことも可能です。点火補正セッティングとは異
なり、例えば負荷１補正に５％の燃料増量補正、負荷２補正に３％の燃料増量補正を行う設定で、負荷
１・２入力が共に行われますと合計値である８％燃料増量補正を行う事になります。点火補正では上記シチュ
エーションの場合、数値の大きいほうを有効判定といたしましたが、燃料補正では合計値が出力される事となりま
すのでご注意ください。 

各種スイッチの名称にて           
ご使用下さい。 

最終的にデータモニタにて負荷の認識の有無とその補正値の確認を行って下さい。 



1234567891011

1213141516171819202122

2324252627282930

3132333435363738

39404142434445464748495051

52535455565758596061626364

ＧＣＣ信号端子を 

使用した信号入力 

Ａ／Ｆ           
信号入力 

アクセルポジションセンサー信号 

燃料ＧＣＣ・点火ＧＣＣの信号入力端子は車種別    
ハーネスの場合、ＧＣＣ端子側にそれぞれ接続されております。
点火ＧＣＣ＝黄黒線、燃料ＧＣＣ＝黄色線 

■Ｆ－ＣＯＮ端子ＧＣＣ信号入力(燃料・点火) 

A/F計の信号入力を行う場
合、例えば点火GCCの信号
端子（コネクタ部黄・黒線に
信号入力を行って下さい）。
その際、パラメータPIN16の点
火GCCコネクタ部を外部
A/F1に設定して下さい。尚、
変換テーブル設定にてご使用
となるA/F計のタイプ設定を
行って下さい 

-8 

-１０ 10 

12 

8 

■ＭＩＸ－ＣＯＮＴを使用した補正「燃料・点火補正」 

上記の様にＧＣＣ端子を使用して、ＭＩＸ－ＣＯＮＴを接続して使用可能な機能をご紹介します。「燃料・点火マップ」
に関しましては、ソフトウェア説明の該当項目にてご説明します。始めに「燃料補正・点火補正」ですがＭＩＸ－ＣＯＮＴを
ＧＣＣ端子に接続し、パラメーターにて燃料補正・点火補正をそれぞれ選択します。 

接続を行った端子に「燃料補正・点火補正」を入力してください。燃料補正の場合はＭＩＸ－ＣＯＮＴの１ノッチが±
２％となり、Ｆ－ＣＯＮから出力される燃料噴射全域で±～％の補正を行います。減量側では最大－１０％の減量補
正を加えることとなりますので、取り扱いにはご注意ください。又、点火補正に於いては１ノッチが±１度の設定となり燃料補
正同様、通常点火時期ＭＡＰ全域の点火補正を行う事となりますので、ご注意ください。 ＭＩＸ－ＣＯＮＴ配線 

緑線＝ＦＣ端子3番へ 

黄線＝ＦＣ端子40番へ 

青線＝ＧＣＣ信号端子へ 



■アクセルポジション信号入力 「電子制御スロットル車両の場合」 
アクセルポジション信号の入力に関しては、F-CONVPRO端子61番にて独
立にて入力を受け持つ形となります。 
 ECU 

アクセルポジションセンサ 

パラメータ入力設
定・電圧タブ内
OPT電圧入力
TYPE3 
#16PIN61にてア
クセル１の設定を
行って下さい。 

アクセルパラメータ
の電圧入力設定
も併せて、設定を
行って下さい。 



■圧力センサーを装着しての大気圧補正ＭＡＰの使用 

ＨＫＳ圧力センサーを装着しＧＣＣ端
子を使用する事で、大気圧補正ＭＡＰ
の使用が可能となります。ＨＫＳ圧力セ
ンサーのホースを装着しない状態でエンジ
ンルームなどに設置を行って下さい。配線
は右記となります。 

緑線＝ＦＣ側端子3番に接続 

黄線＝ＦＣ側端子40番に接続 

青線＝ＦＣ側ＧＣＣ信号端子に接続 

上記の接続を行った端子にてパラメーター入力設定・電圧タブ内の
ＧＣＣ入力端子にて「大気圧」の設定を行ってください。 

パラメータ・入力設定・電圧タ
ブ内GCC端子にて「大気圧」
の名称設定を行って下さい。 

ご使用となるセンサタイプに合
わせ、パラメータ入力設定・圧
力タブ内大気圧項目にて、
XYZの設定を行って下さい。 

例えば大気圧補正を燃料の補正マッピングに
使用する場合、左記パラメータの様にオプション
補正に設定を行って下さい 

下記マップはMMHGの圧力表示をKGMに変
換したモノです。海抜０Mでは７６０MHGと
なり、０．７９KGMにて５８２MHGとなりま
す。一般的には５８２MHGに近づくにつれて、
増量補正を行って行きます。 
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電圧１・２入力端子  
を使用した信号入力 

２３番 ２４番 

排気温度信号 

ＭＩＸ ＣＯＮＴ信号 

■Ｆ－ＣＯＮ端子２３・２４番｢アナログ入力１・２」機能を使用する 

■排気温度補正を使用する 
上記の様にF-CONVPRO端子23番にてHKS排気温度センサの入力を行い、燃
料補正SETUPに役立てる・・・場合、変換テーブル設定にて排気温に「HKS」の名
称設定を行います。その後、パラメータ燃料出力設定・燃料２タブ内、オプション補
正に項目設定を行って下さい。 
その後、燃料補正１項目内のオプション補正マッピングを行って下さい。様々な組み
合わせでの使用が可能です。 

①OPT電圧入力に排気温の設定を行う 
②変換テーブルに排気温度センサの名称設定を行う 
③燃料or点火タブにて排気温を使用するオプション 
  補正設定を行う。（X・Y軸） 
④燃料・点火のオプション補正マップにて排気温を 
  使用したマッピングを行う。 



■油温センサー入力の追加                                              
「Ｆ－ＣＯＮＶＰｒｏ端子２３番・２４番に接続の場合」 

油温センサ入力を行う場合、下記の様な配線加工を行って下さい。                                                                                          
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取り付け例）ＨＫＳ温度センサー 

温度センサー・品番４４９９９－ＡＫ０１１ 

定価¥６,８００（税抜き）                                                                                                          

パラメータ入力設定・電圧タブ内#11PIN23に「油温」の名称設定を行って下さい。
尚、プルアップに☑を行って下さい 

変換テーブル設定「油温」項目にて
HKSMOT1の名称設定を行って下さい。 
 
その後、前ページ同様にオプション補正
項目にてX軸、Y軸項目を設定し、
SETUPに役立てる事も可能です。 



■燃圧・油圧センサの追加 
燃・油圧センサを追加し、SETUPに役立てる事が
可能です。 
圧力センサの追加に関してはPIN15・16のGCC
端子を使用します。 
配線方法は右記となります。 
 

■油圧・燃圧センサー入力の追加                        
「ＧＣＣ端子に接続の場合」                                                                                         
オプション電圧入力１・２に油圧・燃圧センサーの入力が可能
となりました。従来Ｖｅｒ３，２４ではＩ／Ｆユニット・Ｉ／Ｆユニット
アダプターを介してセンサー情報の取込みを行っておりまし
たが、Ｖｅｒ３，３からはセンサー単品のみでの情報採取が可
能となりました。    尚、センサーは下記を御使用下さい。 
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ＨＫＳ圧力（油圧・燃圧）センサー黄線をＦ－ＣＯＮＶＰｒｏ端子４０番に接続して下さい。                                             
ＨＫＳ圧力（油圧・燃圧）センサー黒線をＦ－ＣＯＮＶＰｒｏ端子３番に入力して下さい。                                                
ＨＫＳ圧力（油圧・燃圧）センサー青線をＧＣＣ端子信号線に接続して下さい。 

                                                                 

                                                
油圧・燃圧センサー・品番４２９９９－ＡＫ０２０ 

値段¥１４、８００（税抜き） 

取り付け例）ＨＫＳ圧力センサー（油圧・燃圧） 

パラメータ・入力設定・電圧タブ内#4PIN15に燃・油圧の名称設定を行って下さい。 
変換テーブル設定にてHKSMP1のセンサTYPE設定を行って下さい。 
センサ認識の設定に関しては、変換テーブル内油圧・燃圧項目を「ＨＫＳ＿ＭＰ１」に名称設定して下さい。 
その後、前ページ同様にオプション補正項目にてX軸、Y軸項目を設定し、SETUPに役立てる事も可能です。 
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油温  
ランプ
（点

灯） 
ボディアース 

油・燃圧ランプ    
（点灯） 

前ページで作成しました各種センサ情報に対し、ワーニングランプを作成す
る事も可能です。12V駆動のランプを用意し、下記の様に配線を行って下
さい。 

パラメータ・出力設定・スイッチ（HS）にて、例えば下記の様に名称設定を行って下さい 
■ワーニング油温 
純粋に油温が140度以上でワーニングランプ点灯～100度以下で消灯 
■ワーニング燃圧 
5000RPM以上のエリアで燃圧が3.5キロ以上であれば消灯。3キロまで降下してしまった
場合、点灯。 
 

実際の燃圧ワーニングランプ
作成に関しては、ゲージ圧に
てランプ制御を行う事も可能
ですが、吸気圧差圧にて制
御を行った方が、使用しやす
いと思われます。右記パラ
メータを参照下さい。 

尚、余談ですが、当項目にて
HONDA・S2000、CIVIC
等のB16・B18エンジン車 
スプールソレノイドバルブ駆動
を制御する事も可能です。 

12Vプラス出力です 

油温ランプ    
（点灯） 
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■スイッチLSH1・LSL連動「Ｆ－ＣＯＮ側端子番号５４・５５」「アース側制御となります」 

・ＮＶＣＳ制御＝PIN54＝ハイカムＬＳ 

・電動ファン制御＝PIN55＝電動FANリレー 

Ｆ－ＣＯＮ側端子 
への接続状態 

ＮＶＣＳ（ｅ／ｇ側） ＥＣＵ 

ＮＶＣＳ制御信号 

ＥＣＵ 

電動ファン制御信号 

Ｆ－ＣＯＮ端子番号５４番にてＮＶＣＳ制御を行い、Ｆ－
ＣＯＮ端子番号５５番にて電動ファンリレーの制御を行う状態
が左記の状態図になります。この状態にてそれぞれオプションスイッ
チ出力１・２を使用し、元々ＥＣＵが行っていた制御をＦ－Ｃ
ＯＮにて独自に行うという設定になります。尚、１・２共にスイッ
チングはアース側＝Ｆ－ＣＯＮ内部でアースさせることで「ＯＮ」
となります。パラメーター（Ｐ／Ｗソフト）設定は下記を参照くだ
さい。 

■ＮＶＣＳをＦ-ＣＯＮ側で制御したい   
■電動ファンリレーをＦ－ＣＯＮ側で制御したい 

■ＪＰスイッチ設定 

電動ファンリレー 

例）「NVCS制御」 
ＰＩＮ５４にて「ハイカムLS」
の名称設定を行って下さい。 
ハイカム設定項目にてRPMと
最低噴射時間条件設定を
行って下さい。 

例）「電動FANリレー制御」 
PIN55にてLSL連動の名称 
設定を行い。LSL1タブ内、
SW5PIN55にて電動ファン  
リレー１の名称設定を行って 
下さい。開始・停止の温度  
設定を行って下さい。 



■LSH1「端子２９・３０・３７・３８」の使用方法 
 

上記端子「LSH11・12」を使用する場合は、パラメータ基本タブ内、出力選択１に
て「LSH11・12有効」の設定を行って下さい 
 

上記端子に於いては、LSL連動が使用不可となっております。ご注意下さい。 

■LSH1「端子４３・４４」の使用方法 
パラメータ基本タブ出力選択２にてオプション電圧
出力マップを使用するか？LSH1を使用するか？の
選択を行います。「LSH1,2有効」の選択を行った
場合のみ、同定義にて使用が可能となります。 



■オプション電圧出力ＭＡＰ１～４の使用方法 

４４番 ４３番 

５７番 ５６番 
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1＝ＯＰＴ電圧出力1 

３＝ＯＰＴ電圧出力
３ 

上記の様な端子状態・パラメーター状態にて各端子よりＭＡＰにて設定された条件で０⇔５Ｖの電圧出力を
行う設定となります。特にエアフロメーターの擬似電圧出力を行ったり、純正圧力センサーのクリップ電圧出力など
重要な要素を占める部分でもあります。 

使用例 エアフロメーター ＥＣＵ 

エアフロメーター信号認識 

2＝ＯＰＴ電圧出力2 

４＝ＯＰＴ電圧出力
４ 

２１番端子   ５６番端子  

 
２１番のエアフロ信号入力端子は 
事実上、「使用しない」事となります 

日産車などのＬジェトロ制御車両（ホットワイヤーｔｙｐｅ）の場合、Ｄジェトロ制御に変更してＦ－ＣＯＮ
ＶＰｒｏの取り付けを行う場合、上図の様にエアフロメーターの出力電圧が無くなる状態が発生します。上記の
場合はＦ－ＣＯＮ側端子番号５６番より擬似エアフロメーター出力電圧をオプションＭＡＰから出力してあげ
る必要があります。これによりＥＣＵではエアフロメーターの装着が行われているという認識を示しチェックランプの点
灯を回避します。パラメーター設定・ＭＡＰ設定は下記の様になります。参照ください。 

パラメーター・ＯＰＴ電圧出力マップ１設定においてＥＣＵに対し、０→５Ｖの電圧出力を行います。          
これによりＥＣＵのエアフロ認識を補います。 

３
２ 

3＝ＯＰＴ電圧出力3 4＝ＯＰＴ電圧出力4 



■疑似エアフロメータ出力 
エアフロメータレス等のチューニングを行う場合の疑似電圧出力マップを設定する項目となります。            
項目設定を行う場合、パラメータ設定・出力設定・電圧の電圧出力＃１・２が該当します。 
ＮＩＳＳＡＮ車等のホットワイヤーTYPEのエアフロメータを取り外した場合の設定方法は、  
下記パラメータ電圧出力の「ｘ軸・Ｙ軸」にて名称設定します。 
一般的には、Ｘ軸＝回転数、Ｙ軸＝吸気圧の設定を行って下さい。 
その後、マップ項目・オプション出力・電圧出力１マップをエアフロメータ出力電圧相当のマップを作
成して下さい。 
尚、ＳＥＴＵＰ時に車両負荷状況に応じて、エアフロメータ出力を変化させる必要がある車両
の場合には、補正１を使用し、オプション出力・電圧出力オプション補正を作用させます。 
この場合は２つのマップの出力電圧の和が合計出力されます 
オプション電圧出力１オプション補正マップにプラスマイナスの数値を入力する事が可能です。 
 

■オプション電圧出力MAP及びオプション補正使用例 



■下降電圧タイプのエアフロメーターの場合「ＲＸ－７（ＦＣ３Ｓ）、ＮＡ６ＣＥ（Ｂ６）など」 

特殊な事例かもしれませんが、フラップ式エアフロメーター内臓の車両の場合、ホットワイヤータイプなどの０→５Ｖ
の電圧上昇タイプではなく、５→０Ｖの電圧下降タイプのエアフロメーターが装着されております。その場合は下記
を参考に設定を行ってください。 

エアフロメーター 

２１番端子   ５６番端
子 

 

ＥＣＵ 

エアフロメーター信号認識 

２１番のエアフロ信号入力端子は事実上、          
「使用しない」事となります 

下記のパラメーター・ＯＰＴ電圧出力マップ１設定においてＥＣＵに対し、５→０Ｖの電圧出力を行います。  
これによりＥＣＵのエアフロ認識を補います。 

■純正でＤジェトロ（純正圧力センサー）車両のチェックラップ点灯回避方法「ＪＺＸ９０・ＪＺＡ７０など」 

純正圧力センサー 

２１番端子   ５６番端
子 

 

ＥＣＵ 

エアフロメーター信号認識 

上記設定の状態では純正圧力センサーの０→５Ｖ信号の入力をＦ－ＣＯＮ側２１番端子にて行い、そのまま５６番端子よりＥＣ
Ｕに対して出力を行います。 

しかしながらＪＺＡ７０やＪＺＸ９０においては純正圧力センサーの出力電圧にて負荷過大認識でのフェイルセーフの条件設定が行
われており、とある負荷にてエンジンチェックランプが点灯します。それを回避するべく、電圧出力最大値を３５００ｍｖなど適切なクリップ
電圧出力を行いチェックランプ点灯の回避を行います。 

２１番のエアフロ信号入力端子は「入力値
（エアフロ１）」の設定を行うと使用する設
定となります。２１番にて電圧認識したその
ままを５６番より出力する設定となります。 

３
４ 



エアフロメーター 

■カルマン式エアフロメーター装着車両の場合「ランサーエボリューションにてＤジェトロ制御」 

５９番端子   ４６番端
子 

 

ＥＣＵ 

エアフロメーター信号認識 

５９番の周波数エアフロ信号入
力端子は事実上、「使用しな
い」事となります 

■エアフロメーターと純正圧力センサーが両方装着されている車両の場合「ＥＲ３４スカイライン、トヨタ系」 
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純正圧力センサー 

× 
ＥＣＵ 

純正圧力センサー信号認識 

元々、１４番端子に挿入されていた
線を９番端子に移動してください。又、
元々４３番端子に挿入されていた線
を５７番端子に移動してください。上
記状態で純正圧力センサーをｎｏ２
エアフロメーターとして取り扱う事が可
能となります。 

尚、空いた１４番端子にＨＫＳ圧
力センサー信号線（青色線）の入
力を行ってください。 

右記の様にＯＰＴ電圧出力２に
て電圧エアフロ入力２の設定を行
います。その後、電圧出力最大値
にて適切なクリップ電圧出力を行っ
てください。この状態にてＥＣＵの
負荷過大認識によるチェックランプ
点灯の回避を行います。 

× 

３
６ 

ランサーエボリューションなどのカルマン式エアフロメーター装着車両の場合、上図の様に５９番端子にて周波数の
入力を行い、４６番端子より出力を行う設定となっております。Ｄジェトロに変更を行った場合は下記のパラメー
ター設定にて４６番端子より独自にＦ－ＣＯＮ側で周波数出力を行い、ＥＣＵへの擬似エアフロ周波数出力
を行う必要があります。オプション周波数出力ＭＡＰに関しては下記を参照の上、出力を行ってください。 



■カルマン式エアフロメーター内臓型大気圧センサー処理方法 例）ランサーエボリューション「ＣＴ９Ａ」 

          ４３番端
子 

 

エアフロメーター内臓大
気圧センサー信号 

ＥＣＵ 

大気圧センサー信号認識 

ランサーエボリューションなどの大気圧センサー内蔵式カルマン式エアフロメーター搭載の車両に於いては、エアフロレ
スによるＤジェトロ制御を行う場合、「大気圧センサー断線」によるエンジンチェックランプの点灯の回避を行ってくだ
さい。オプション電圧出力３ＭＡＰを使用し、Ｆ－ＣＯＮ側端子番号４３番よりＥＣＵに対し一律４０００
ｍｖの出力を行ないます。 

上記の設定状態にてＥＣＵは大気圧センサー信号の入力が行われているという認識となりエンジンチェックランプ
の点灯回避となります。 

３
８ 

上記機能を有効とする
場合は、パラメータ設
定・基本タブ内の 
上記「出力選択２」項
目を電圧出力３，４
有効として下さい。 



■エアフロメーター出力電圧をスルーさせる・電圧変換を行い車両セッティングに役立てる 

エアフロメーター ＥＣＵ 

エアフロメーター信号認識 

 ２１番端子   ５６番端子 

 １４番端子 

上記設定の状態にてエアフロメーター装着のまま、別途ＨＫＳ圧力センサーを取りつけ、主たる負荷計測を圧力センサー側で行
い、ＥＣＵへの負荷認識はエアフロメーター出力電圧をそのまま使用するという設定になります。使用例としてはＡＴ車両にてエア
フロレスにて設定を行ったが、ＥＣＵの負荷認識がどうしてもうまくいかず、車両不調に陥ったなどといった場合への適用が考えられ
ます。具体的にはＥＣＵの負荷認識にズレが生じそれが原因で副作用として、ＡＴのシフトアップ・ダウンポイントがおかしい・チェッ
クランプ点灯してしまう・ＡＡＣバルブの作動に不具合が生じるｅｔｃといった症状発生の回避手段としてご使用ください。 

ＨＫＳ圧力 

センサー 

左記パラメーターの設定にてＦ－
ＣＯＮ側２１番端子にて入力
したエアフロメーター出力電圧をそ
のままＦ－ＣＯＮ側５６番端
子よりＥＣＵへ出力する設定と
なります。尚、ＥＣＵの負荷過
大認識によるチェックランプ点灯が
ある場合は、最大値の適切な設
定を行ってください。 

エアフロメーター ＥＣＵ 

エアフロメーター信号認識 

 ２１番端子   ５６番端子 

 １４番端子 

ＨＫＳ圧力 

センサー 

上記設定にて不具合の発生がある場合には下記の設定変更を行って下さい。電圧出力１ＭＡＰにて２１番
端子で認識したエアフロメーター出力電圧に対し、ＭＡＰ上にて電圧変換を行う設定となります。下記のＭＡＰ
ではアイドリングエリアにて入力値に対し+５００ｍｖの増分出力を行っています。又、高回転エリアにおいても入
力された電圧に対し、+５００ｍｖの増分出力をする設定となっております。 

例えばむき出しタイプのエアクリー
ナーの装着が行われており、エアフ
ロメーター出力電圧に大幅な狂い
が生じ、ＥＣＵの負荷認識に大
きく影響を及ぼしエンジンチェックラ
ンプ点灯・・・といった症状が発生
した場合、当設定にて改善を行う
ことが可能であるかも知れません。 

４
０ 
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■アイドルコントロール機能の使用方法「タイプ別配線加工図」 

始めに使用するアイドルコントロールバルブに合わせて、「ソレノイドバルブ・ロータリーソレノイド・  
ステッピングモーター」の種類設定を配線加工・パラメーター設定共に適切に行ってください。 

車両側ＡＡＣバルブ 
ＥＣＵ側 

ＡＡＣバルブ信号線 

ソレノイドバルブ          
タイプ 

ロータリー                
ソレノイドバルブ         

タイプ 

車両側ロータリーソレノイドバルブ 

ＲＳＯ＝ロータリーソレノイドＯＰＥＮ 

ＲＳＣ＝ロータリーソレノイドＣＬＯＳＥ 

ＥＣＵ側ロータリーソレノイドバルブ信号線 

ＲＳＯ＝ロータリーソレノイドＯＰＥＮ 

ＲＳＣ＝ロータリーソレノイドＣＬＯＳＥ × 
× 

ステッピングモーター 
タイプ 

車両側ステッピング 

モーターＩＳＣＶ 

（ISC3）Ａ￣ 

（ISC2）Ｂ￣ 

（ISC1）Ａ 

（ISC4）Ｂ 

1234567891011

1213141516171819202122

2324252627282930

3132333435363738

39404142434445464748495051

52535455565758596061626364

ＥＣＵ側ステッピング 

モーターＩＳＣＶ 

Ａ￣（ISC3） 

Ｂ￣（ISC2） 

Ａ（ISC1） 

Ｂ（ISC4） 

× 
× 
× 
× 

× 

Ｆ－ＣＯＮＶＰｒｏ側端子番号 ＥＣＵ側端子名称（三菱） Ｆ－ＣＯＮＶＰｒｏ側端子番号 ＥＣＵ側端子名称（トヨタ）
２９（Ａ￣） Ａ２ ２９（Ａ￣） ＩＳＣ３
３０(Ｂ￣) Ｂ１ ３０(Ｂ￣) ＩＳＣ２
３７（Ａ） Ａ１ ３７（Ａ） ＩＳＣ１
３８（Ｂ） Ｂ２ ３８（Ｂ） ＩＳＣ４

三　菱 トヨタ

三菱車及びトヨ
タ車のＩＳＣ
Ｖ端子名称と
Ｆ－ＣＯＮ側
端子名称の表
となります。 

４
４ 

ステッピングモータTYPEのアイドルコントロールバルブの
場合、上記端子41・42・54・55番を使用します。
SW8PIN41はSW7反転となります。ご使用の場合は
ご注意下さい。 

パラメータで設定した上記端子へ入力願います 



1234567891011

1213141516171819202122

2324252627282930

3132333435363738

39404142434445464748495051

52535455565758596061626364

■アイドルコントロールバルブ制御を行う前に「キースイッチIGN」信号入力 

           注意点 
アイドルコントロール機能を使用する際は、例えばＦ
－ＣＯＮ端子２７番に「キースイッチＩＧＮ信号」
の入力を行って下さい。信号入力を行わないと、前
述のアイドルコントロール制御が作動停止状態となり、
後述のアイドルコントロール制御が行えません。 

キーシリンダ 
キースイッチイグニッション信号 車両側（ECU等） 

パラメータ入力設定 
スイッチ入力タブ内、OPTス
イッチSW1～SW5にてキー
スイッチの名称設定を行って
下さい。信号入力時にで電
圧が上昇するTYPEはON-
HIGH、下降するTYPEは
ON-LOWに●チェックを
行って下さい。 
当資料はPIN27端子で提
案致しました 

■アイドルコントロール機能 
前ページの配線接続を行った上で、アイドルコントロールバルブの制御を行います。 
パラメータ設定・出力設定・スイッチＬＳＨ１の接続・使用する端子に「ステッピングモータ・ソレノ
イド」等の名称設定を行って下さい。 



４
５ 

■アイドルコントロールの調整方法 例）ソレノイドバルブタイプ 

ＳＴＡＲＴ 

ＧＯＡＬ 

「ＩＳＣＶ目標アイドル回転」にて最終目標とするアイドリング回転数の決定を行います。後述の
パラメーター［ＩＳＣ］項目にて目標アイドル回転になる様にフィードバック機能を使用して調整
していきます。尚、基本値同様各種負荷認識にてマップの切り替えを行っています。 

資料を例代といたしますと、水温９０度である場合、STARTであるISCV基本出力値が「５０．０」と入力されております
ので、エンジンスタート時には５０％のバルブ開度位置からAACバルブがスタートします。                                
[IGオン時には最大値１００．０％です。ご注意下さい] 

その後、最終目標となるISCV目標アイドル回転数８００ｒｐｍになるべく近づく様にISC項目内のISCVフィードバック周
期時間とISCVフィードバック係数を使用します。 

例えばエンジンスタートして５０％のバルブ位置からスタートし、エンジン回転数が１３００ｒｐｍとなった場合「１００ｍ
ｓｅｃ」ごとに回転数を認識して、２％のフィードバック係数にて最終目標とする８００ｒｐｍにたどり着こうとする指令を
行います。 注意点としてはあまり「周期時間が短い」｢フィードバック係数の数値が大きすぎる｣とハンチングを誘発しやすくなり
ます。 

＊どちらかというとISCV基本出力値に少ない数値を入力して、低いアイドル回転数からフィードバックＵＰ係数を使用して、
回転上昇を狙うより、上記の高い回転数から降下させる手段を採ったほうが、アイドルマッピングが楽に行える傾向があります。 

フィードバック 

上記の様にＩＳＣＶ／その他項目内のＩＳＣＶ基本出力値ＭＡＰでまず始めに初
期のＡＡＣバルブ位置の決定を行います。水温毎に初期バルブ開度が事なる設定となっ
ており、適正なアイドリングが行える様にＭＡＰ設定を行ってください。例えば５０という数
値入力にて５０％のバルブ開度からスタートしなさいという設定になります。基本値に関し
ては各種負荷認識にてマップの切り替えを行っています。 

スタンバイ 
IGオン時にソレノイドバルブは最大値を出力する設定となります。その後、エンジン始動モードに 
移行したら、次項目のSTARTモードとなり、基本値の出力に移行します 

ISCV項目内には各種の負荷変動
や車両状況に応じてISCVのバルブ
開度を調整する機能が付加されてお
りますが、基本は「ISCV基本出力
値」｢目標アイドル回転」［ISCV
フィードバック周期時間］［ISCV
フィードバック係数］の４項目の調整
を試して見てください。どうしてもうまく
いかない場合は各種の調整機能を
使用してみて下さい。次ページにて各
種調整機能のご説明をいたします。 



■アイドルコントロールの各種調整機能 例）ソレノイドバルブTYPE 
一般的なソレノイドタイプのアイドルコントロールバルブの場合、 
下記の様に使用する端子に「ISC」の名称設定を行って下さい。尚、スイッチ 
LSH2タブにて使用するスイッチに合わせ制御周波数の入力を行って下さい。 

■負荷入力時のバルブ調整機能｢目標アイドル回転｣「負荷補正」 

例えばエアコンや電気負荷の信号入力を行い、負荷信号入力認識をＦ－ＣＯＮが行った場合、前述の「目標アイドル回
転ＭＡＰ」と比較して、下記パラメーターの中で、数値が一番大きい条件設定を有効判定とします。 目標アイドル回転８
００ｒｐｍ（水温９０度時）に対し、下記パラメーター設定を行うと、負荷１・負荷２の信号入力が同時に行われた
場合「２％」のバルブ開度補正（増分）を行って、新たな目標回転数１０８０ｒｐｍに近づく様にしなさいという設定に
変更となります。この場合、負荷１・２が同時入力された場合でも、数値の大きい方を有効判定しますので、「負荷２」で
設定された「１０００ｒｐｍ・２％」は自動的に無効判定といたします。 

■ダッシュポット補正                                                 

エンジンストール防止の為にスロットルＯＮ時にＩＳＣＶ開度を開く補正を行い、その後スロットルオフ時のエンジン 
回転数の落ち込みを防止する為の開度補正（増分）及び補正時間の設定を行います。                   
上記設定ではスロットルオン時に「５×０，１＝０，５％分」バルブを開く補正を１秒間行いなさいという設定となります。
（実際には１秒後に補正がゼロになる様に減衰していきます） 

■燃料・点火による負荷補正        

上記は負荷信号の認識によるバルブ開度補正ですが、前述した様に負荷認識に伴う、燃料・点火の補正制御も合わせて
御使用ください。吸入空気調整・燃料増量補正・点火進角補正とのコンビネーションにて適正にアイドリングする様に調整を
行っていきます。 

パラメーター設定１・燃料１ タ
ブ内の負荷による燃料補正 

パラメーター設定１・点火１ タ
ブ内の負荷による点火補正 ４

６ 

■ＩＳＣＶ始動補正  

エンジンスタート時の始動性向上の為に、ＩＳＣＶ基本出力
値に対して、上記マップで設定された数値分バルブ開度増分を
補正時間分行います。上記設定では始動時に５％バルブ開
度補正を５秒間続けなさいという設定になります。                               
(実際には５秒後に補正がゼロになる様に減衰していきます）                                  



■負荷入力時のバルブ調整機能｢目標アイドル回転｣「負荷補正」 

例えばエアコンや電気負荷の信号入力を行い、負荷信号入力認識をＦ－ＣＯＮが行った場合、前述の「目標アイド
ル回転ＭＡＰ」と比較して、上記パラメーターの中で、数値が一番大きい条件設定を有効判定とします。       
前述の目標アイドル回転９００ｒｐｍ（水温９０度時）に対し、上記パラメーター設定を行うと、エアコン・電気負荷の信
号入力が同時に行われた場合「負荷補正値２００×０，１％＝２０％」のバルブ開度補正（増分）を行って、新たな目
標回転数１０８０ｒｐｍに近づく様にしなさいという設定に変更となります。                           
この場合、エアコン・電気負荷（負荷１）が同時入力された場合でも、数値の大きい方を有効判定しますので、「負荷
１」で設定された「１０００ｒｐｍ・２％」は自動的に無効判定といたします。 

■ＩＳＣＶ始動補正 ■ＩＳＣＶ範囲 

エンジンスタート時の始動性向上の為に、ＩＳＣＶ基本出力値に対して、上記で設定された数値分バルブ開度を   
補正時間分行います。上記設定では始動時に２０％バルブ開度補正を１５秒間続けなさいという設定になります。
(実際には１５秒後に補正がゼロになる様に減衰していきます）                                 

しかしながらＩＳＣＶ範囲を超えての補正は行えません。ＩＳＣＶ範囲の最大値が９５％となっておりますので前述の   
ＩＳＣＶ基本出力値ＭＡＰが９０％の状態ですと２０％の増分補正を行っても結果９５％のバルブ開度で制限される  
状態となります。ご注意ください。 

■燃料・点火による負荷補正        

上記は負荷信号の認識によるバルブ開度補正ですが、前述した様に負荷認識に伴う、燃料・点火の補正制御も合わせて
御使用ください。吸入空気調整・燃料増量補正・点火進角補正とのコンビネーションにて適正にアイドリングする様に調整を
行っていきます。 

パラメーター設定１・燃料１  
タブ内の負荷による燃料補正 

パラメーター設定１・点火１         
タブ内の負荷による点火補正 

４
６ 

■ダッシュポット補正                                                 

エンジンストール防止の為にスロットルＯＮ時にＩＳＣＶ開度を開く補正を行
い、その後スロットルオフ時のエンジン回転数の落ち込みを防止する為の開度
補正（増分）及び補正時間の設定を行います。                     
上記設定ではスロットルオン時に「５％分」バルブを開く補正を行います。その
後減速時「全閉判別スロットル開度以下」にその増分を１秒間減衰しながら
継続しなさいという設定となります。                                          
（１秒後に増分補正がゼロになる様に減衰していきます） 

■周波数出力関連 

周波数出力２
PIN46を「回転
出力」に設定し
て下さい 



■通電時間メインマップへの影響「閉角時間メイン」 
通電時間メインマップはマップ項目・点火制御通電時間メインが該当します。                        
尚、通電時間補正マップは点火補正１項目の通電時間補正メインマップが該当します。 
 

５
１ 

前ページVer3.3まで⇔本ページVer3.4 

■閉角時間ＭＡＰへの影響

■ハードウェア「車両側」の改善

点火制御内、閉角時間メインＭＡＰが存在しますが、このマップにて
イグニッションコイルへの通電時間を決定しております。
しかしながら閉角時間が同じでも電源電圧降下が原因で、
実際の点火性能の低下は否めません。

そこで点火補正１項目内の閉角時間補正メインＭＡＰにて
閉角時間の延長を行うＭＡＰが存在します。
しかしながらこの様なリカバリーＭＡＰが有効判定されて
作用したとしても好結果につながる事は滅多にありません。

＊上記の設定状態ですと電源電圧が１２Ｖに近ずくにつれて
　　２０％分閉角時間を延長しなさいという設定になります。

Ｅ／Ｇ

車両前方

車両後方

左記車両の図の様に車両後方に移動したバッテリーより
ボディーアースはもとより、ブースターケーブル並みの太い線材を使用して、
エンジンブロックまでアースを追加する車両側改善を行ってください。

この様な車両改善（アース追加）を行うことで電源電圧降下
を防止できた事例は多々ございますので、お勧めいたします。

＊この様な車両側の改善を行い、電源電圧降下発生の防止を行って下さい
＊車両改善を行った後、ロギングデータ等で検証してみてください。

＊このアース線材追加方法ですが、バッテリーを後方に搭載した
車両だけの適応でなく、旧年式の車両など、アース性能に
不安の残る車両においても、とても有効な対処方法となります。
基本的にＦ－ＣＯＮＶＰｒｏ装着の場合、ＥＣＵと共にコンピューター
を２ヶ装着する状態（除：ＥＣＵレスハーネス）となり消費電力が多い
事を前提に車両側対処を行ってください

車両側改
善

　ー　　　　　　＋
　　　バッテリー

■点火制御内、通電時間メインマップが存在しますが、このマップにてイグニッション
コイルへの通電時間を決定しております。一般的に高回転側ではその時間が短く
なります。 
 

電源電圧が降下した場合、点火補正1項目内、通電時間補正メインマップにて
通電時間の延長を行うマップが存在します。しかしながらこの様なリカバリーマップが
有効判定されて、作用したとしても好結果につながる事は滅多にありません。 
 

電圧降下により車両不具合が発生した場合、車両側ハードウェアの改善をご検討下さい。 



■エラーコード表示 
エラーがある場合、赤ＬＥＤが点灯します。従いまして、エラー内容の確認を行いたい場合は、パワーライター通信
を行い、上記パラメータ・エラータブにてエラーの内容の確認・エラーリセットなどを行って下さい。 


